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新刊紹介

富士山その自然のすべて

諏訪彰編集,同文書院,1992年11月20目発行

B5判355頁,6500円(税込み)

古来より日本人に親しまれてきた富土山は,一方

で災害ももたらしてきた活火山である.宝永の噴火

(1707年)のような大噴火がまた起これば,現代社

会に与える影響は計り知れない.将来予想される噴

火災害を最小限に防ぎ,無謀た“開発"から自然環

境を守るためには,富士山の観測･研究を進めると

共に,その科学的知識を広く市民的な共通認識とし

ていく必要がある.このような基本的視点から,本

書は,｢その自然のすべて｣という副題にあるよう

に,地質や地下水だけでなく気象や動植物について

も重点を置き,富士火山の生い立ちと現在を総合的

に解説している.

主な項目(表題は略記)と執筆者(括弧内)は以下の

通りである.

富士火山を診断(諏訪彰)

噴火の古記録(伊藤和明)

富士山の生い立ちとテフラ(町田洋)

富士山地域の化石(西宮克彦)

富士山の溶岩(濱野一彦)

富士火山噴出物の化学成分(倉沢一)

富士五湖の変遷(濱野一彦)
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富士山麓の湧き水(山本荘毅)

富士山の地下水(土隆一)

富士山頂の特異な気象(中島博)

富士山の植物(宮脇昭･菅原久夫)

富士山の動物(今泉忠明)

上記の間に置かれた11項目の記事(3-10頁)も充実

しており,落石事故･乱気流による英国航空機事故

景観工学的富士山像など,社会と富士山との様

々な関わりが描かれている.随所にはさまれた写真

と図は,内容の理解を助けているだけで淀く,富士

山を身近なものに感じさせてくれる.いくつかのカ

ラｰ写真は,もっと大きく印刷Lていればと惜しま

れる程にすばらしい.また,各頁に余白をつくって

rモグラ戦争の最前線｣という様た見出しを印刷し一

でいる点もユニｰクで,編者と出版杜の苦心のあと

がうかがえる.

これから富士山を訪れる人のために,溶岩洞穴な

どの天然紀念物(本誌1992年5月号参照),簡単に

観察できる露頭,さらにはビジタｰセンタｰなどを

紹介する項あるいは別添え地図があれば,本書はガ

イドブックとしてもより多くの読者を得られるので

はたかろうか.また,富士山について更に知りたい

人のために,市民向けの代表的な解説書を整理した

頁が,巻末にあっても良かったと思われる.

(地質ニュｰス編集委員会佐藤興平)
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